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宮城県内外の
生活支援コーディネーターと
協議体の取り組みを発信
「栗駒の里パン工房おふくろさん」を取材する栗原市栗駒地区の第2層生活支援コーディネーター工藤一恵さん

令和３年度 宮城県生活支援コーディネーター養成研修がスタート

【基本研修１】〈生活支援コーディネート基礎１〉
  11月 4日（木）
【基本研修２】〈生活支援コーディネート基礎２〉
  11月17日（水）　
【基本研修３】〈地域資源の発見の仕方・広げ方〉
  1月13日（木）
　

【実践研修１】〈地域福祉コーディネート基礎〉
  1月 28日（金）
【実践研修２】〈協議体運営の工夫〉
  2 月 4日（金）
【実践研修３】〈地域資源の活かし方〉
  2 月10 日（木）
【実践研修４】〈現状分析・住民支援の手法検討会〉
  2 月 25日（金）
【実践研修５】〈情報交換会〉
  県央＝12月2日（木）
  県南＝12月10日（金）
  県北＝12月21日（火）
　

＜基本研修＞

　本年度の宮城県生活支援コーディネーター養成研修が、11 月から始まりました。Ｚｏｏｍを活用した
オンライン方式で、各回 70人を超えるご参加をいただいています。基本研修１・２では、就業年数の浅
い参加者が目立ち、講義や演習を通じて、生活支援体制整備事業の基礎知識や、コーディネーター及び
協議体の役割と動き方について理解を深めました。参加者からは、「コロナ禍でも住民の皆さんが工夫を
して、つながりを維持していることに着目」「地域でできていないことではなく、できていることを探すの
は、日常の業務で取り組める視点」「関係者が横の連携をとり、こうした住民の活動を大切にして進める
事業である」との感想が寄せられました。

＜実践研修＞

開催しまし
た

開催しまし
た

基本研修２の様子 演習後の発表



　「
こ
こ
に
集
い
、働
く
人
た
ち
が
、喜
び
や

楽
し
さ
、生
き
が
い
を
持
つ
こ
と
。そ
れ
が
私

の
考
え
る
一
番
大
事
な
〝
収
益
〞
で
す
」

　
こ
う
話
す
の
は
、
栗
原
市
栗
駒
の
滝
ノ
原

行
政
区
に
あ
る
「
栗
駒
の
里
パ
ン
工
房
お
ふ

く
ろ
さ
ん
」代
表
、佐
藤
博
泰
さ
ん（
73
歳
）。

　「
商
売
と
し
て
は
ず
っ
と
儲
け
が
出
な
い

状
態
。で
も
、元
々
お
金
の
た
め
じ
ゃ
な
い
か

ら
、そ
れ
で
構
わ
な
い
ん
で
す
よ
」

　
滝
ノ
原
は
栗
駒
山
麓
に
位
置
。か
つ
て
林

業
で
栄
え
た
が
、
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

が
続
く
。今
年
10
月
末
時
点
の
人
口
は
１
５

６
人（
58
世
帯
）で
高
齢
化
率
は
51
・
９
％
。

　
工
房
は
２
０
１
０
年
７
月
、「
無
理
な
く
楽

し
く
村
お
こ
し
を
し
よ
う
」
と
、
佐
藤
さ
ん

を
は
じ
め
滝
ノ
原
に
暮
ら
す
当
時
60
歳
代

の
男
女
７
人
で
ス
タ
ー
ト
。地
元
産
の
米
粉

を
使
っ
た
パ
ン
や
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、ピ
ザ
、

麺
な
ど
を
製
造
販
売
し
、
人
気
を
博
し
て
い

る
。

　
販
売
は
、
日
曜
は
工
房
内
で
、
水
曜
と
金

曜
は
そ
れ
ぞ
れ
築
館
・
若
柳
地
区
、
栗
駒
・

鶯
沢
地
区
の
郵
便
局
や
J
A
、
福
祉
・
介
護

事
業
所
な
ど
で
行
う
。

　
今
年
で
開
業
11
年
目
。ス
タ
ッ
フ
の
顔
ぶ

れ
は
若
干
の
入
れ
替
わ
り
が
あ
っ
た
が
、
現

在
も
60
〜
80
歳
代
の
５
人
が
元
気
に
働
く
。

ち
な
み
に
女
性
陣
は
全
員
、
農
家
の
主
婦
。

な
か
に
は
、
工
房
に
入
っ
て
初
め
て
自
分
で

現
金
収
入
を
得
た
と
い
う
人
も
。

　「
食
べ
た
人
の『
お
い
し
い
』の
一
言
や
、売

り
に
行
っ
た
先
で
の
『
待
っ
て
た
よ
』
の
声

が
、す
ご
く
う
れ
し
い
。仕
事
の
合
間
に
、仲

間
と
お
茶
飲
み
が
で
き
る
の
も
い
い
。単
な

る
仕
事
じ
ゃ
な
く
、楽
し
み
、生
き
が
い
だ
」

と
ス
タ
ッ
フ
は
口
を
そ
ろ
え
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
お
茶
飲
み
仲
間
、
そ
し
て
支

え
合
い
の
仲
間
で
も
あ
る
。一
人
暮
ら
し
の

佐
藤
さ
ん
を
気
遣
っ
て
仲
間
が
料
理
を
差

し
入
れ
た
り
、
家
の
掃
除
を
助
け
た
り
。持

病
の
腰
痛
が
悪
化
し
た
と
き
は
、
移
動
や
入

退
院
の
手
伝
い
も
し
た
。

　
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
が
夫
を
亡
く
し
た

と
き
は
、
佐
藤
さ
ん
ら
が
す
ぐ
病
院
に
駆
け

付
け
、
自
宅
で
の
通
夜
に
必
要
な
準
備
や
連

絡
な
ど
を
引
き
受
け
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
が
住
む
滝
ノ
原
の
「
上
田
・
大

原
」
地
区
は
12
戸
の
小
集
落
で
、
住
民
の
ま

と
ま
り
の
よ
さ
で
知
ら
れ
る
。佐
藤
さ
ん
に

﹁
支
え
合
い
﹂の
パ
ン
工
房

【くりはらし】人口６万4782人、２万4517世帯、高齢化率40.7％。市域は旧町村10地区、255行政
区で構成。第２層（日常生活圏域）は10地区だが、地域づくりは行政区（自治会・地区社協）が基
本単位。生活支援コーディネーターは、第１層を市介護福祉課が組織として担当。第２層は市社
協が10地区に１人ずつ配置。なお、今回取り上げる栗駒地区は１万0063人、3832世帯、高齢化
率44.7％。若柳地区は１万1428人、4373世帯、39.4％（すべて2021年10月末時点）

圏域間で地域づくり連携

工藤一恵さん（栗駒）髙橋由利さん（若柳）
栗原市栗駒・若柳地区

生活支援コーディネーターに聞く

まちづくりの

今
栗原市栗駒・若柳地区
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栗原市

よ
る
と
、
そ
の
背
景
に
は
全
戸
加
入
の
水
道

組
合
が
あ
る
。

　
組
合
は
、
水
源
や
貯
水
タ
ン
ク
、
配
水
管

と
い
っ
た
集
落
の
上
水
施
設
の
整
備
と
維

持
管
理
を
目
的
に
結
成
。ほ
ぼ
半
世
紀
に
わ

た
っ
て
自
分
た
ち
の
飲
み
水
を
確
保
し
て

き
た
。維
持
管
理
作
業
は
６
戸
ず
つ
の
２
班

で
当
番
を
組
み
、
２
か
月
に
１
度
、
施
設
の

清
掃
や
周
辺
の
草
刈
り
な
ど
を
行
う
。作
業

の
あ
と
に
は
慰
労
の
会
。ま
た
、正
月
は
新
年

会
、
春
は
花
見
、
秋
に
は
敬
老
行
事
と
季
節

ご
と
の
親
睦
イ
ベ
ン
ト
も
催
す
。集
落
内
で

冠
婚
葬
祭
が
あ
れ
ば
互
助
組
織
と
し
て
も

機
能
す
る
。

　「
組
合
は
つ
な
が
り
の
基
礎
」
と
佐
藤
さ

ん
。工
房
の
開
設
準
備
に
も
、
組
合
の
仲
間

が
手
弁
当
で
駆
け
付
け
て
く
れ
た
。

　
今
年
11
月
７
日
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
っ
て

き
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
組
合
は
ほ
ぼ
１
年
半

ぶ
り
に
懇
親
会
を
開
催
。

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
栗
駒
地
区
担
当

第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
工

藤
一
恵
さ
ん
が
そ
の
懇
親
会
を
訪
問
。翌
日

も
工
房
を
訪
れ
、
つ
な
が
り
と
支
え
合
い
の

実
態
を
取
材
し
た
。

　
工
房
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
テ
レ
ビ
や
新

聞
の
取
材
を
受
け
、
活
動
内
容
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。た
だ
、ス
タ
ッ
フ
同
士
の
つ
な
が

り
や
暮
ら
し
の
な
か
の
支
え
合
い
に
踏
み

込
ん
だ
取
材
・
紹
介
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　「
つ
な
が
り
と
支
え
合
い
に
こ
そ
、
組
合

や
工
房
の
重
要
な
意
義
と
価
値
が
あ
り
ま

す
」と
工
藤
さ
ん
は
指
摘
。取
材
成
果
は
、
市

社
協
発
行
の
「
栗
原
市
地
域
支
え
合
い
情
報

誌
」に
掲
載
す
る
予
定
だ
。

第２層生活支援コーディネーターの工藤一恵さん（左、栗駒地区）と髙橋由利さん（右、若柳地区）、
「栗駒の里パン工房おふくろさん」代表の佐藤博泰さん（栗原市社会福祉協議会若柳支所で撮影）
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栗駒地区の第２層協議体でパン工房の説明をする佐藤さん
（中央、写真提供：栗原市社会福祉協議会栗駒支所）

髙橋さん（左手前）の仲立ちで
若柳の高齢者グループがパン工房を訪問

　
取
材
に
先
立
つ
10
月
28
日
、
栗
駒
地
区
の

第
２
層
協
議
体
で
、
工
房
の
活
動
報
告
が

あ
っ
た
。そ
の
う
え
で「
住
み
慣
れ
た
地
域
で

幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
実
は
、
佐
藤
さ
ん
は
滝
ノ
原
の
自
治
会

長
、
地
区
社
協
会
長
、
市
社
協
栗
駒
支
部
副

支
部
長
で
あ
り
、
栗
駒
の
第
２
層
協
議
体
の

構
成
員
で
も
あ
る
。

　
２
０
０
５
年
の
町
村
合
併
で
栗
原
市
が

誕
生
し
た
際
、
市
社
協
は
、
行
政
区
単
位
で

地
域
福
祉
向
上
を
図
る
「
小
地
域
活
動
」
を

展
開
。併
せ
て
地
区
社
協
の
設
立
も
進
め

た
。こ
の
と
き
佐
藤
さ
ん
は
、地
区
社
協
の
立

ち
上
げ
に
尽
力
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
一
人
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
。

　
工
房
が
オ
ー
プ
ン
す
る
４
か
月
ほ
ど
前

の
２
０
１
０
年
３
月
、
佐
藤
さ
ん
と
仲
間
た

ち
は
、
栗
駒
に
隣
接
す
る
鶯
沢
地
区
の
高
齢

者
入
居
施
設
で
ピ
ザ
焼
き
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う
。そ
の
場
で
、
当
時
市
社
協

の
鶯
沢
支
所
に
所
属
し
、
現
在
は
若
柳
地
区

の
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
る
髙
橋
由
利
さ
ん
（
本
紙
第
26
号
に

関
連
記
事
）と
出
会
っ
た
。

　
髙
橋
さ
ん
は
、
市
内
各
地
区
で
の
地
域
づ

く
り
の
講
座
・
研
修
会
に
佐
藤
さ
ん
を
講

師
と
し
て
招
き
、
そ
の
活
動
を
広
く
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
。ま
た
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
者
支
援
の
一
環
で
、
石
巻
市
や

山
元
町
な
ど
で
、
米
粉
の
麺
や
郷
土
料
理

「
は
っ
と
」
を
振
る
舞
う
炊
き
出
し
活
動
の

仲
立
ち
を
し
た
。

　
最
近
で
は
、
今
年
８
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
、
若
柳
の
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
の
栗
駒
山
登

山
に
佐
藤
さ
ん
を
ガ
イ
ド
と
し
て
引
き
込

み
、グ
ル
ー
プ
の
親
睦
会
を
後
日
、工
房
で
開

い
て
地
区
間
の
住
民
交
流
を
実
現
さ
せ
た
。

地
域
づ
く
り
の﹁
ト
リ
ガ
ー
﹂

　
こ
う
し
た
動
き
の
狙
い
を
髙
橋
さ
ん
は

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
佐
藤
さ
ん
と
地
域
づ
く
り
へ
の
思
い
を

同
じ
く
す
る
人
や
、
私
た
ち
が
知
ら
な
い
だ

け
で
す
で
に
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
い

る
人
を
見
つ
け
出
す
、
あ
る
い
は
生
み
出
し

た
い
ん
で
す
」

　
髙
橋
さ
ん
は
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

の
開
始
前
か
ら
、
市
社
協
の
小
地
域
活
動
で

同
事
業
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
展
開
、現
在
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
。

　
そ
の
な
か
で
関
わ
り
を
深
め
て
き
た
佐

藤
さ
ん
は
、
髙
橋
さ
ん
を
「
昔
も
今
も
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」と
評
す
る
。自
身
の
工
房
で

の
活
動
や
、
地
域
づ
く
り
実
践
者
と
し
て
講

師
を
務
め
る
こ
と
に
関
し
て
は
「
高
齢
で
も

今
日
を
喜
び
、
あ
す
に
楽
し
み
を
持
っ
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
広
め
る
、
そ
の
ト
リ

ガ
ー（
引
き
金
）に
な
れ
れ
ば
い
い
」と
期
待

を
込
め
る
。

　
ト
リ
ガ
ー
を
引
く
の
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
た
ち
。そ
の
射
程
は
圏
域
の
枠
を
越

え
、新
た
な
住
民
活
動
の
種
を
ま
く
。

　
工
藤
さ
ん
は
岩
手
県
一
関
市
出
身
、
鶯
沢

地
区
在
住
の
50
歳
。旧
鶯
沢
町
時
代
か
ら
社

協
に
勤
務
。好
き
な
言
葉
は「
笑
顔
」。

　
髙
橋
さ
ん
は
築
館
地
区
出
身
、
在
住
の
54

歳
。「
栗
原
市
」誕
生
の
２
０
０
５
年
に
市
社

協
入
職
。「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
」の
公
認

ガ
イ
ド
で
も
あ
る
。

　
ま
い
た
種
が
芽
吹
き
、
成
長
し
、
実
を
つ

け
る
ま
で
は
長
い
時
間
が
か
か
る
。担
当
圏

域
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
市
の
第
２
層
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
た
ち
が
連
携
し
、
地
域
づ
く
り
に

挑
み
続
け
る
。

利

生活支援コーディネーターに聞く

まちづくりの

今
栗原市栗駒・若柳地区
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パン工房でのピザづくりの様子を取材する工藤さん（中央奥）
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〈10月26日ほか〉

〈11月19日〉

戸倉地区の交流会（10月28日）

住み慣れた地域で暮らし続けるためのお宝探し情報紙

バックナンバーがホームページで読めます   http://www.clc-japan.com/sasaeai_m/

宮城県地域支え合い・
生活支援推進連絡会議事務局
（宮城県社会福祉協議会）
〈10～11月期〉

電話：０２２‐２６６‐２６２１
担当：佐藤、菱沼、板橋

自主活動グループ交流会開催（南三陸町）
　南三陸町社会福祉協議会は、歌津・戸倉・
入谷・志津川の４地区でそれぞれ、10月26日
から11月18日にかけて、自主活動グループ交
流会を開催。サロン活動や地域交流に取り組
む住民らが参加し、新型コロナウイルスの感
染予防と地域のつながり維持の両立について
意見を交わしました。
　はじめに有識者の講演があり、戸倉と志津
川では仙台白百合女子大学准教授の志水田鶴
子さん、歌津と入谷で宮城県社会福祉士会の
真壁さおりさんが、つながりの重要性やコロ
ナ下の地域づくりについて説明。
　このなかで志水さんは、地域で交流を保つ
ことや役割を持つことが健康維持に役立つと
し、適切な感染予防策を日々の暮らしに定着
させるよう呼びかけました。

　真壁さんは、コロナ禍がつながりのたいせ
つさに気づかせてくれたと指摘。そのうえで
フレイル予防の３要素（栄養・身体活動・社
会参加）のうち、特に社会参加の低下に注意
を促しました。
　このほか、町地域包括支援センターの保健
師による手洗いや手指消毒の解説も行われま
した。

お宝発表会で住民活動を顕彰（色麻町）
　色麻町社会福祉協議会は11月19日、初の「お宝発表
会」を町農村環境改善センターで開催。花畑整備を通じた
つながりづくりをはじめ、住民主体の送迎付きサロン、移
住者らが家族ぐるみで親しむ交流農園、商工会有志による

地域交流拠点づくり、集いと見守りの場になっている酒販
店など５つの「お宝」を紹介し、それぞれに賞を贈りまし
た。
　冒頭あいさつした早坂利悦町長は、「住民の支え合いを
お宝と呼ぶのはとてもいい。町にとって大事なものだと改
めて気づかされる」と述べました。
　続いてＮＰＯ法人全国コミュニティライフサポートセン
ター理事長、池田昌弘さんが「暮らしのなかに支え合いが
いっぱい」をテーマに基調講演。つながりを育む場や活動
の重要性を訴えました。
　発表会について町社協会長の髙橋宣行さんは、「住民活
動の成果をこのような形で披露できてよかった。こうした
活動の波及に弾みがつく」と期待。来年度以降の継続を検
討する考えを示しました。

　事務局では、生活支援コーディネーターと協議体が取り組む地域づくりの後方支援をし
ています。住民、専門職、行政職向けの研修・勉強会や地域づくり実践者の事例発表・交
流会などの企画、開催に必要なアドバイザーや講師の選定および招へいに向けた調整もお
手伝いします。まずはお気軽にご相談ください。おお気軽に

ご相談を


